
 

 

 

 

 

 

 

 

公園等整備計画としては最終回となる第６回のワークショップ（以下「ＷＳ」

と書きます。）を６月２４日（日）に開催しました。  

これまで検討を続けてきたＷＳの計画案を全体で再確認するとともに、柴崎分

水やバス停など、今後の検討課題とする事項の確認を行いました。  

 

【配置計画図の再確認】 
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公園 

東屋や北側のトイレ・水飲み場の位置を変更することになりました。 

・シンボルツリーは見栄えが良く、樹高の高い

樹種とする。  

・憩いのゾーンは多少の起伏を設ける。  

・園内通路は緑道や歩道と連続性をもたせる。

自転車も通行可とする。  

・散策路は、車椅子の利用可能、かつ園内通路

と違う仕様のものとする。  

・使用可能であれば、見る水辺として柴崎分水

を公園内に通したい。  

・備蓄倉庫は、本地区内の設置を希望する。  

・北側のバスベイの設置については、今後の検

討とする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討結果の取扱い】 

ＷＳで検討した配置計画は、ＷＳの意向を反映するために、関係機関との協議

資料として使用します。 

また、ＷＳにオブザーバーとして参加し、公園や緑道等の整備予定者であるＵ

Ｒ（独立行政法人都市再生機構）や法務省には、改めて本計画を尊重した整備を

お願いしてまいります。 

なお、工事前には緑道等のイメージ図を作成し、イメージの共有を図ることと

なりました。  
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ワークショップニュース 発行･お問合せ：昭島市都市計画部地域開発課 電話042-544-5111 

親しまれる公園等の実現に向けて取り組みます  

Ａブロック  Ｂブロック  

Ｃブロック  Ｄブロック  Ｅブロック  

Ｅブロック  

せせらぎゾーン  

Ｄブロック  

・四季の樹木・草花をＡ～Ｅブロックに配置  

 春：ハナホウキモモ、コブシ、ツツジ、モクレン、ハクレン、ユキヤナギ、ヤマブキ、

レンギョウ、クリスマスローズ等  

 夏：アジサイ、ウメモドキ、シャラ、ヒメクチナシ、ナンテン、シャクヤク等  

 秋：カエデ、キンモクセイ等  

 冬：ジンチョウゲ、サザンカ、ウメ、ロウバイ、カンツバキ等  

・各グループに約10ｍの寄せ植えを配置  

 アジサイ、ユキヤナギ、レンギョウ、カエデ等、  

・緑道沿いには10ｍピッチで開花時期を考慮したサクラ（カワヅザクラ等）を配置する。 

 ただし、既存の樹木を残置する場合は、既存樹木を優先とする。  


